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新

年

明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法

人

「
福

岡

城

市

民

の
会

（
略

称

ご

も

発

足

五

周
年
を
迎
え
、
理
事
の
皆
様
、
〈ム
員

の
皆

様

の
ご
尽
力

に
よ

り
益

々
意

欲
的

な
活
動
を

さ
れ

る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
は
各
地
で
黒
Ⅲ
如
水

・
長
政
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な

り
当
家
と
致

し
ま
し
て
も
大
変
喜

ば
し

い
こ
と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
昨
年

は
五
年
ぶ
り
に

姫
路
に
お
い
て

「
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

福
岡
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
黒
田
官
兵
衛
の
足
跡

を
大
河
ド

ラ
マ
化
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
意
見
が

一
致
し
た

こ
と
で
大
変
盛
り
上
が
り
、
ゆ
か
り
の
地
の
人
た
ち
と
の
交

流
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
秋
に
は
福
岡
市
博
物
館
に
お
い
て
菫
（田
長
政
と
二

十

四
騎
」
展
が
開
催
さ
れ
、
官
兵
衛

の
時
代
か
ら
の
黒
田
家

と
そ
の
家
臣
団
の
足
跡
が
詳
し
く
解
析

さ
れ
展

示
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
も

黒

円
家

ゆ
か
り

の
地

の
多

く

の

人
々
が
訪
れ
た
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
展
覧
会

に
お
い

て
は
官
兵
衛

・
長
政
だ
け
で
な
く
他
の
藩
主
及
び
家
臣
達
に

つ
い
て
も
詳
し
く
描
か
れ
て
お
り
当
家
の
足
跡
を
知

っ
て
頂

く

に
は
大
変
良

い
企

画
で
私
自
身
も
大
変
参
考

に
な

り
ま

し
た
。
折

り
し
も
こ
の
展
覧
会

の
終

了
直
前

に
市

に
よ
る
福

岡

城
址
、
下
の
橋
大
手
門
の
復
元
工
事
が
竣

工
し
、
ま
る
で
当

会
の
テ
ー

マ
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る

「福
岡
城

に
天
守
間
を

―

城
の
あ
る
都
市
復
活
」
実

現
へ
向
け
た
扉
が
開
か
れ
た
様
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
本
年
は
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
で
そ
の
実
現
の
為

に
一
歩
で
も
前
進
で
き
る
年
と
な
る
よ

う
願

っ
て
お
り
ま
す
。
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五
月
三
・四
日

福
岡
市
民
の
祭
り

「博
多
ど
ん
た
く
」

福
岡
城
演
舞
台
の
開
催

一
一
．一
、

■
●

．
一．
　

一　

・
・

十
月
二
日

観
月
の
宴

四
―

―

「お
城
だ
よ
り
」の
発
刊
（Ｎｏ。２～
Ｎｏ。２）

五
一ヽ
―
―
―

福
岡
歴
史
観
光
市
民
大
学
の

平
成
二
十
一
年
度
開
催

エ

ハ

ヽ

一一一一
一一
・・
・・

六
端
城
め
ぐ
り
五
巡
目
の
実
施

七
、―
―
―

「新
た
な
公
」
へ
の
継
続
作
業

八
―
―
―

会
員
募
集
と
事
務
局
の
強
化

代
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
探
る

一
三
〇
〇
年
前
に
律
令
国
家
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
幹
線
道
路
網
「古

代
官
道
」
は
、
奈
良
・京
都
と
太
宰
府
・鴻
臆
館
が
拠
点
で
し
た
が
、
全

国
六
三
〇
〇
キ
ロ
、
道
幅

三

面

の
直
線
道
路
と
い
つ
、
驚
く
べ
き
ス

ケ
ー
ル
で
し
た
。
一
一本
あ
っ
た
大
宰
府
へ
の
道
が
、
△
フ
の
局
宮
通
り
と

筑
紫
通
り
で
す
。
そ
の
調
査
は
今
ま
で
教
育
委
員
会
や
学
者
の
方
々

に
委
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
の
市
民
が
、
専
門
家
の
方
々
の

指
導
の
も
と
、
こ
の
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

「古
代
官
道
」
を
、
素
人
な
が

ら
も
、
一一口
い
伝
え
な
ど
を
も
と
に
調
査

・研
究
し
た
り
、
楽
し
い
活

用
方
法
な
ど
を
提
案
し
よ
う
、
と
い
つ
趣
旨
の

取
り
組
み
で
す
。
「
「新
た
な
公
」
の
コ
ミ
ー

一
テ

イ
創
生
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
、
十

一
月
皮

切
り
に
二
月
ま
で
、
予
想
以
上
の
市
民
の
反
響

と
参
加
で
、
興
味
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
目
下

進
行
中
で
す
。

織
市
議
参
加
●
●
●

一醸難摯綿備囃嬌一用軍業』

成
果
報
告
書
を
つ
く
り
ま
す

市
民
フ
オ
ー
ラ
ム

十

一
月
三
日

（月

・祝
）

参
加
者
二
百
名

市
民
フ
オ
ー
ラ
ム
ｉｎ
福
岡
（セ
ミ
ナ
ー
）
　

　

終

分
に
組
蒔
製
祢
結
丁
八
時
半
～
二
十
時
半
　
導

市
民
フ
オ
ー
ラ
ム
ｉｎ
太
宰
府
（セ
ミ
ナ
ー
）
　

盛

十
二
月
十

一
日
（本
）
十
四
時
～
十
六
時

参
加
者
百
四
十
名

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

平
成
二
十
一
年
二
月
十
五
日
（詳
細
検
討
中
） 終 了

家 三 の

皇圭2
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平
成

二
十

一
年

一
月
二
十
四
日
（土
）

福
岡
市
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
・板
付

・

那
珂
各
遺
跡
群
・推
定
美
野
駅
な
ど

平
成
二
十

一
年

一
月
十
日
（土
）

大
宰
府
政
庁
跡
。国
分
尼
寺
跡
。国
分

寺
跡
・水
城
東
門
跡
な
ど

十

一
月
二
十
九
日
（土
）

水
城
西
門
跡
・前
田
遺
跡
・朱
雀

大
路
跡
。大
宰
府
政
庁
跡
な
ど

会 裡 に終 了

十

一
月
二
十
二
日
（土
）

三
宅
廃
寺
跡

・推
定
石
瀬
駅

・鴻

臆
館
跡
な
ど

十

一
月
十
五
日
（土
）

水
城
西
門
跡

・春
日
公
園
遺
跡

・

先
の
原
遺
跡
・奴
国
の
丘
歴
史
資

料
館
な
ど

こ
の
取
り
組
み
は
、
国
土
交
通
省
の
モ

デ
ル
事
業

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
鴻
臆
館

・
福
岡
城

跡
歴
史

・観
光

・市
民
の
会
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
太

宰
府
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
歩
か

ん
ね
太
宰
府
の
共
同
事
業
で
す
。

臨
時
理

平
成
二
十
年
十
二
月
十
二
日

（金
）
　

　

　

一

」
響
諄
鶉
予
財
た福卸訛や

石
井
理
事
長
を
議
長
に
議
事
進
行
し
、
左
記

一

］
峰
』
『

一
～
三
号
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一

一
一
一一一一一一一・一・一
・

　

　

一

平
成
二
十
年
度
事
業
中
間
報
告
に
関
す
る
件

一

①
追
加
事
業

「新
た
な
る
公
」
に
つ
い
て
　
　
一

②
公
的
並
び
に
社
会
的
な
諸
団
体
よ
り
の
依

一

頼

・
委
託
事
業
の
発
生
に
関
す
る

一
部
定

一

款
の
条
文
の
補
完
の
件
　
　
　
　
　
　
　
一

彗
警
Ｉ
露
彗
■
●
●
●
一
●

一

　

　

一

平
成
二
十
年
度
事
業
中
間
報
告
に
関
す
る
件

一

①
会
員
の
現
況
報
告
の
件
　
　
　
　
　
　
　
一

②
財
務
中
間
報
告

（平
成
二
十
年
度
事
業
実

一

績
）
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
一・．一一一一一・一一一一一

　

　

一

①
お
濠
端
会
議
の
開
催
の
件
　
　
　
　
　
　
一

②
平
成
二
十

一
年
度
予
定
事
業
定
例
継
続
事

一

業

（案
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



福
岡
城
探
誌

悠
え
と
累
囲
騒
笏
藤
　
金
之
助
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と
る
よ
う
に
し
て
教
育
し
て
く
れ
た
十

一

歳
年
上
の
栗
山
大
膳
の
存
在
が
煙
た
く

な

――
っ
て
き
た
の
も
自
然
の
成
り
ゆ
き
で
あ

つ
た
．ろ
う
。
●

・

一大
一膳
に
も‐
家
柄
が
良
く
、
頭
の
良
い
人

に
あ
り
一が
ち
な
見
識
張
る
性
格
が
あ

っ

た
よ
う
で
あ
る
。
　
　

・

■
ま
た
忠
之
に
は
藩
を
．維
持
す
る
た
め

．大
一胆
な
藩
政
改
革
を
急
ぐ
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
武
断
派
を
自
認
す
る
老
臣

た
ち
を
退
け
（
文
治
一派
の
側
近
、
倉
八
十

太
夫
ら
を
一筆
頭
に
高
禄
を
与
え
て
重
要

な
藩
一政
を
一任
せ
た
。
勿
論
、
大
膳
に
と
っ

て
は
倉‐
八

ら
は
主
君
を
た
ぶ
ら
か
す
君

則
の
姦
で
し
か
な
か
っ
た
す
」
の
険
悪
な

空
気
の
な
一か
で

ズ
ロ
子
の
兜
事
件
〃
が
起

る
ｒ

ｌ
一
●
　
一●
一

●
如
水
一は
臨
終
を
悟
り
、
愛
用
の
合
子
の

兜
を
大
．膳
の
父
利
安
に
与
え
た
。
そ
の
後

こ
の
兜
は
恐
れ
多
い
か
ら
と
主
家
に
返

上
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
忠
之
が
倉
八

に
与
え
た
ピ
」
れ
に
激
怒
し
た
大
膳
は
満

座
の
な
か
で
倉
八
を
面
罵
し
て
兜
を
取

り
あ
げ
た
。
こ
の
事
件
で
忠
之
と
大
膳
の

確
執
は
決
定
的
と
な
り
、
世
に
で
つ
黒
田

騒
動
と
発
展
し
て
ゆ
く
。

忠
之
に
謀
叛
の
企
て
あ
り
と
訴
へ
た
大

膳
の
訴
状
は
幕
府
直
々
の
調
べ
と
な
っ
た

が
、
生
母
大
涼
院
な
ど
の
陰
の
力
も
あ

り
、
中
小
之

は
無
罪
、
領
地
は
安
堵

さ
れ

た
。
大
膳
の
真
意
も
藩
を
思
っ
て
の
智
略

と
さ
れ
、
南
部
藩
お
預
け
と
い
う
寛
大
な

裁
定
と
な
っ
た
。

一
滴
の
血
も
流
さ
ず
藩
の
混
乱
を
防

ぎ
安
泰
へ
と
導
い
た
こ
の
事
件
も
、
権
力

の
内
部
闘
争
の
た
め
、
庶
民
の
憶
測
や
噂

が
ふ
く
れ
あ
が
り

「箱
崎
釜
破
故
」
な
ど

の
発
行
で
怪
談
仕
立
て
の
波
乱
万
丈
の

話
と
な
り
、
売
曇
言
上
人
や
お
綱
さ
ん
が
登

場
し
て
く
る
。
こ
の
本
の
こ
と
を
新
聞
人

で
作
家
の
福
本
日
南
も

「全
然
架
空
の
俗

小
説
、
半
文
銭
に
も
な
ら
ぬ
」
と
切
り
捨

て
て
い
る
。

福

岡

藩

は
危

う

く

廃

絶

を

免
れ

た

が
、
シ
ョ
ッ
ク
を

受

け
た

忠

之

は
騒

動

後
、
人
が
変

っ
た
よ
う
に
幕
府
に
忠
勤
を

励
み
、
西
公
園
に
東
照
宮
を
建
立
す
る
。

島
原
の
乱
に
は

一
万
八
千
の
兵
を
率
い

て
出
陣
し
軍
功
を
た
て
る
。
ま
た
幕
府
の

命
で
長
崎
警
備
に
つ
く
な
ど
大
役
を
果

し
た
。

ま
た
深
く
神
仏
を
尊
崇
し
、
桜
井
神

社
を
造
営

し
、
鎮

国
寺

の
五
仏
堂
を
寄

贈
し
た
り
数
々
の
実
績
が
残
さ
れ
て
い

′

Ｏ

。

忠
之
は
承
応
三
年

二

六
五
四
年
ご

一

月
十

二
日
、
福
岡
城
内
で
亡
く
な

っ
た
。

五
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
墓
は
彼
が
帰
依
し

本
堂
な
ど
も
修
復
し
た
真
言
宗
の
東
長

寺

に
あ
る
。
祖
父
、
父
に
く
ら
べ
て
短
命

で
あ
っ
た
の
は
三
十
年
に
わ
た
っ
て
大
藩

を
維
持

し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

心
労
が
重
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。黒田騒動の芝居絵。「筑紫巷談浪自縫」国周画 (早稲田大学演劇博物館蔵 )



バ
ス
ハ
イ
ク

黒
口
貌
子
と
二
十
騎

ゆ
か
ク
の
文
跡
深
笏

第

一
回
平
成
二
十

Ｔ
年
三
月
二
十

一
日
（土
）

黒
田
家
、
九
州
最
初
の
拠
点
中
津
城

第
二
回
平
成
二
十

一
年
四
月
十
八
日
（土
）

朝
鮮
出
兵
・肥
前
名
護
屋
城
と
陣
屋

第
二
回
平
成
二
十

一
年
五
月
十
六
（土
）

九
州
の
関
ケ
原
（大
分
国
東
半
島
／
別
府
）

第
四
回
平
成
二
十

一
年
六
月
二
十
日
（土
）

九
州
の
関
ヶ
原
（隈
本
城
／
宇
土
城
）

第
五
回
平
成
二
十

一
年
七
月
十
八
日
（土
）

海
の
守
り
若
松
城
と
黒
崎
城

第
六
回
平
成
二
十

一
年
九
月
十
九
（土
）

国
境
に
築
き
じ
鷹
取
城
と
支
藩
直
方
藩

第
七
回
平
成
二
十

一
年
十
月
十
七
（土
）

益
富
城
と
小
石
原
城
と
左
右
良
城

第
八
回
平
成
二
十

一
年
十

一
月
二
十
八
（土
）

三
奈
本
黒
田
家
と
支
藩
秋
月
藩

会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【南

二
の
丸
】

本
丸
の
南
側
方
面
の
守

り
を
固
め
る
た
め
、
黒

田
二
十
四
騎
の
武
将
が

城
代
を
勤
め
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
天
守
閣
に

次
ぐ
大
き
な
南
三
階
櫓

蝙
隕
塚
鰈
塚

い
加
美
家
製
菓

お
城
だ
よ
り
Ｎ。
１９
で
ご
紹
介
す
べ
き
方
々
を

当
会
事
務
局
の
手
違
い
に
よ
り
ま
し
て
今
回
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
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柴

山

俊

夫

福
岡
城
跡
に
天
守
閣

の
復
元
と

い
う
夢
を
掲

げ
て
四
年
余

の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
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な

い
か
と
、

い
さ
さ
か
の
懸
念
を
抱
き
な
が

ら
も
前
進
し
て
い
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

五
年
目
を
迎
え
る
節
目
の
年

に
、
肝
に
銘
じ

気
持
ち
を
引
き
締
め
て
諸

々
の
事
業

に
取
り

組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
皆
様

の
温
か
い
応
援

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 牧 田

瀬 川

英 誠

喜 治


